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達運精密工業股份有限公司との業務提携に関するお知らせ 
  
 
 今般、当社は、台湾の達運精密工業股份有限公司（以下「Darwin 社」という） と下記のと

おり業務提携について基本合意いたしましたので、お知らせいたします。 
 
１．業務提携の内容 
 当社は、従来から液晶パネル（以下「ＬＣＤ」という）及び電子デバイス部品を販売してま

いりましたが、商業コマーシャル媒体、交通インフラ媒体等ＬＣＤ活用機器のマーケット拡大

に伴いユーザニーズも多様化してきております。 
この度、これらのユーザニーズに応えるべく、ＬＣＤ後半工程で導光板等素材から金型、メ

カニカル部品製造、完成品組み立てに至るまで高度な技術力を持ち、付加価値の高いＬＣＤ関

連製品を一貫生産する能力を有する台湾のＬＣＤ製品メーカーの Darwin 社との間で、業務提

携を行うことに合意致しました。 
この提携により、ＬＣＤのカスタマイズ（防塵、防砂、紫外線等屋外設置対応等）、異形ＬＣ

Ｄ（横長ＬＣＤ等）、外装カバーを含めた熱対策等の「ＬＣＤソリューション」を提供してまい

ります。主な提携内容は以下の通りです。                     
 

〇日本のパブリック、メディカル市場向けＬＣＤ関連ビジネスに対するマーケティング、営業、

物流など全般に亘り、連携を強化しビジネス拡大を目指す。 
  
 ・第一弾として東京オリンピックに向けて整備が予想されている交通インフラ向けＬＣＤ 
  表示機器販売の協業を行います。 
 ・引き続き、メディカル市場、産業機器市場向けビジネスのマーケティングを強化いたし 

ます。  
 
２．Darwin 社の概要 

（１）名 称 達運精密工業股份有限公司 
（英文表記：Darwin Precisions Corporation） 

（２）所在地 No.20-1,Guangfu N.Rd.,Hukou Township,Hsinchu County 
30351,Taiwan,R.O.C. 

（３）代表者 Chairman & CEO: FC Hsiang  
（４）事業内容 精密加工・組立               
（５）資本金 27,906 百万円（2015 年 12 月 31 日現在） 

（１台湾ドルを 3.79 円にて換算した金額） 



 
 
 
 

（６）設立年月日 1989 年 10 月 13 日              
（７）大株主及び持株比率 
 

友達光電股份有限公司（32.16％）   
康利投資（8.5％） 
隆利投資（5.51％） 

（８）上場会社と当該会社 
   との間の関係 

 

資本関係 該当事項はありません。 
人的関係 該当事項はありません。 
取引関係 該当事項はありません。 
関連当事者への該当状況 該当事項はありません。 

（９）当該会社の最近３年間の連結経営成績および連結財政状態（百万円）    
決算期 2013 年 12 月期 2014 年 12 月期 2015 年 12 月期 
 連結純資産 36,987 57,588 49,269
 連結総資産 87,290 144,135 104,947
連結売上高 122,358 152,649 156,150
連結営業利益 2,946 △535 △1,145
連結当期純利益 1,651 4,495 △1,613

（注）上記「当該会社の最近３年間の連結経営成績および連結財政状態」に記載の金額は、 
2013 年 12 月期は１台湾ドル＝3.29 円、2014 年 12 月期は１台湾ドル＝3.48 円、2015 
年 12 月期は１台湾ドル＝3.79 円にて換算しております。 

 
３．日程 
 取締役会決議日：2016年12月15日 
 契約締結日：2016年12月15日  
 事業開始予定日：2016年12月15日 
 
４．今後の見通し 

 この提携関係は、２０１７年３月期業績に与える影響は軽微ですが、中長期的には５０億円程

度の売上を目指します。今後、業績予想の修正の必要が生じた場合、または公表すべき事項が 

生じた場合は、速やかに開示いたします。 

 

以 上 


